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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成30年12月13日(2018.12.13)

【公開番号】特開2016-224910(P2016-224910A)
【公開日】平成28年12月28日(2016.12.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-070
【出願番号】特願2016-50262(P2016-50262)
【国際特許分類】
   Ｇ０７Ｄ   9/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｈ   5/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０７Ｄ    9/00     ４１６Ｃ
   Ｇ０７Ｄ    9/00     ４０８Ｅ
   Ｂ６５Ｈ    5/38     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月29日(2018.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
【図１】現金自動預払機の構成を示す略線的斜視図である。
【図２】紙幣入出金機の構成を示す略線図である。
【図３】紙幣入出金機における上部ユニット及び下部ユニットのスライドを示す略線図で
ある。
【図４】下部ユニット及び下部フレームの構成を示す略線図である。
【図５】収納庫案内部の構成を示す略線的三面図である。
【図６】受渡部の構成を示す略線的三面図である。
【図７】第１の実施の形態による対向位置に配置された紙幣収納庫及び受渡部の構成を示
す略線図である。
【図８】第１の実施の形態による溝部及び位置規定部の構成並びに爪部同士の噛み合わせ
を示す略線図である。
【図９】位置規定部による収納庫案内部の位置の修正を示す略線図である。
【図１０】第２の実施の形態による対向位置に配置された紙幣収納庫及び受渡部の構成を
示す略線図である。
【図１１】第２の実施の形態による溝部及び位置規定部の構成並びに爪部同士の噛み合わ
せを示す略線図である。
【図１２】第３の実施の形態による紙幣入出金機の構成を示す略線図である。
【図１３】第３の実施の形態による下部ユニット及び下部フレームの構成を示す略線的斜
視図である。
【図１４】第３の実施の形態による紙幣収納庫の構成を示す略線的斜視図である。
【図１５】第３の実施の形態によるリジェクト収納庫の構成を示す略線的斜視図である。
【図１６】第３の実施の形態による紙幣収納庫案内部の構成を示す略線的三面図である。
【図１７】第３の実施の形態による受渡部の構成を示す略線的斜視図である。
【図１８】第３の実施の形態による受渡部の構成を示す略線的三面図である。
【図１９】第３の実施の形態によるリジェクト収納庫案内部の構成を示す略線的三面図で
ある。
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【図２０】第３の実施の形態による受渡部の構成を示す略線的斜視図である。
【図２１】第３の実施の形態による受渡部の構成を示す略線的三面図である。
【図２２】後面機型の紙幣入出金機の構成を示す略線図である。
【図２３】他の実施の形態による位置規定部の構成を示す略線図である。
【図２４】他の実施の形態による溝部の構成を示す略線図である。
【図２５】他の実施の形態による位置規定部及び案内側面の構成を示す略線図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　また紙幣入出金機１０は、位置規定部７０及び溝部３６における差分値ΔＬ１２を、収
納庫搬送ガイド群３１における隙間４４の長さＬ４と受渡部搬送ガイド群５１における爪
部６２の爪体６３の長さＬ３との差分値ΔＬ３４よりも小さくした。さらに紙幣入出金機
１０は、常に左爪隙間Ｇ３Ｌよりも左ローラ隙間Ｇ１Ｌの方が小さくなり、且つ常に右爪
隙間Ｇ３Ｒよりも右ローラ隙間Ｇ１Ｒの方が小さくなるよう、位置規定部７０の取付位置
及び溝部３６の形成位置をそれぞれ適切に定めた（図８）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　図１６と対応する図１９に示すように、リジェクト収納庫案内部２４０には、リジェク
ト収納庫２２７の中央に近い位置、すなわち内側に配置された収納庫内搬送ガイド２３２
と、リジェクト収納庫２２７の中央から離れた位置、すなわち外側に配置された収納庫外
搬送ガイド２３３とが設けられている。すなわちリジェクト収納庫案内部２４０は、紙幣
収納庫案内部２３０と比較して、収納庫内搬送ガイド２３２及び収納庫外搬送ガイド２３
３が前後反対に設けられている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
　また収納庫筐体２２７Ｃの上面には、紙幣収納庫２２６と前後反対になるように、収納
庫外搬送ガイド２３３の前側に保護爪部２３７が設けられると共に、収納庫内搬送ガイド
２３２の後側に保護爪部２３６が設けられている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１５】
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